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修士論文題目 臨地実習における実習指導者の持つコンビテンシー

< 研究目的•意義>

臨地実習を通して実習指導者が持つコンビテンシーを明らかにすることを目的とし、実習指

導者の指導能力を向上するための教育支援のあり方への示唆を得る。

< 研究方法>

対象は、保健師助産師看諛師実習指導者講習会を受講し1 年以上の指導経験のある看護師と 

した。調査方法は、参加観察および面接による質的記述的研究とした。分析方法は、参加観察 

のフィールドノーツと面接の逐語録を作成し、コード化、カテゴリー化を行った。分析は、 

Spencer&Spencerのコンビテンシーの概念を参考に行い、実習指導者のコンビテンシーを抽出し 

た。真実性•信想性については、メンバーチェッキングを行い、質的研究の経験者によるスー 

パーバイズを受けた。

<結 果 >

対象は、滋賀県内の2 つの施設より3 名の実習指導者より研究の承諾を受け、参加観察、面 

接調査を行った。臨地実習における実習指導者のコンビテンシーとして、9 つのサブカテゴリー

と、4 っのカテゴリーが生成された。カテゴリーは、 【学生を本当の実践の場にっれていける能

力】 【周囲を巻き込みながら学生中心のネットワークをつくる能力】 【看護師のロールモデル 

として行動できる能力】 【学生の経験を学びに途える能力】の 4 っが生成され、 4 っの臨地実 

習における実習指導者の持つコンピテンシーが明らかとなった。

< 考察>

【学生を本当の実践の場にっれていける能力】や 【学生の経験を学びに変える能力】から実習 

指導者は省察的学習を実践できることが明らかとなった。 【周囲を巻き込みながら学生中心の 

ネットワークをっくる能力】や 【看護師のロールモデルとして行動できる能力】から実習指導 

者がコンビテンシーの根源的特徴として優れた実践家としての価値観や対人関係能力を持って 

いることが明らかとなった。

< 総括>

本研究では、実習指導者の4 つのコンビテンシーが明らかとなった。今後は質の高い実習指 

導者を適正評価し、この4 つのコンビテンシーをもとに継続教育を整えていく。'

(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察.綾括の順に記載すること。 （1 ,2 0 0 字程度)




